
開催場所：芝蘭会館 2階山内ホール

（京都大学医学部構内）

課題1 院内で「がんゲノム医療」をどのように円滑に運用しているか？
（人員、職種別役割、診療科、事務対応など、総合的な視点で）

〒606-8303 京都市左京区吉田牛ノ宮町１１

課題2 エキスパートパネル検討症例について、院内でどのように事前検討を
しているか？（工夫や困っている点など）

課題3 遺伝カウンセリング対象症例をどのようにマネージメントしているか？

課題4 適応外薬が推奨されたらどう対応しているか？（院内の検討体制、診療体制など）

2023

9/9
(土)

13：00～18：00

京都大学(吉田地区)
キャンパスマップ

芝蘭会館
交通アクセス

13:00 開会の挨拶
13:05 症例報告
14:00 ラウンドテーブル・チャッティングセッション
15:30 課題毎にグループ発表(1課題 2グループずつ)
17:00 意見交換
17:50 閉会の挨拶

ラウンドテーブル・チャッティングセッションとして
小グループ（7-8人程度）で各テーマ毎に議論していただき、
その後、議論のサマリーを各グループ毎に発表と総合討論を行います

症例報告

グループセッション

1. Pembrolizumabが奏功した卵巣癌・子宮体癌症例 佐賀大学

2. Brigatinibの治験に繋がった膵NET症例 富山大学

3. Afatinibが奏功したEGFR遺伝子増幅を伴う下咽頭扁平上皮癌症例 大阪赤十字病院

4. Osimertinibで縮小維持の術後再発肺癌症例 愛媛大学


